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研究成果の概要（和文）： 

(1)センター試験問題，全国国公私立大学入試問題に関し，所内ネットワークを介して包括
的に検索表示するシステムを構築した。センター試験問題については統計情報データベー
スとのリンケージを図った。 
(2)自然言語処理技術を用いた推薦システムの技術が本課題の要素技術の一つになるとい
う判断のもとに，ランダムフォレストを用いた実証研究としてセンター試験の結果を用い，
手法の有効性を確認した。 
(3)ランダムフォレスト法が欠測を含むデータ解析手法の標準の一つになるであろうとの
判断のもとに，コンテキスト情報の補完など実証的な研究や，新たな手法についての検討
を行ない，多くの査読付き国際研究集会で研究成果を発表した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
(1) We have built a comprehensive system which indicates national-center-test items 
linking their statistics stored in information database through our local network. 
Public and private university entrance examination test items can also be retrieved.  
(2) Judging that the technology of recommendation system with 
natural-language-processing becomes one of the components of our subject, we verified 
the validity of the technique.  As an empirical study, we use Random Forests to the 
scores of national center test, and announced the result to research meeting. 
(3) Since convincing that Random Forests method should be recognized to one of the 
standards of the data-analysis technique containing missing data, we performed 
positive researches, such as an imputation of context information, and investigated the 
new technique. The results of research were presented at many refereed international 
research conferences.  
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１．研究開始当初の背景 

平成 9 年以降の大学入試センター試験の解
答データについての統計情報の整備は，研究
開発部における「試験問題統計情報の整備に
関する研究」（平成 14 年度～16 年度文部科
学省共同研究Ｉ）において着々と行われてき
た。次に我々が目指すべきものは，自然言語
処理技術を用いた試験問題文そのものがも
つ属性に踏み込んだデータ解析とそのデー
タ提供である。これら属性と成績との関係が
わかれば，今後の作題において得点予測の十
分な資料となることが期待される。そして，
このような自然言語を取り扱うための道具
立ては，現在かなり整ってきている。形態素
解析については，代表的なものだけでも
JUMAN（京都大学），ChaSen（茶荃，奈良
先端），MeCab(和布蕪）などが知られる。構
文解析についても KNT( 京都大学）や
CaboCha(南瓜，奈良先端）などがあり，フ
リーで使うことができる。加えて研究代表者
は，日本で唯一の小論文自動採点システム
Jess の開発者であり，本研究の分野について
専門性と開発実績を有している。 

 

２．研究の目的 

試験問題の属性には 

・素材文，あるいは選択肢の難読性に関する
もの 

・出題形式に関するもの（質問形式，選択肢
数など） 

・素材文のジャンル（現代文(評論・小説）/

古文/漢文，会話文/説明文などの別） 

に関するものがあり，これらの属性による難
易度予測と，試験情報データベースとのシー
ムレスな統合を実現するために，システムの
開発やデータベースの整備を図る。またこれ
らの属性は，人間が判断するものでなく，可
能な限り，最新の自然言語処理技術を用いて
自動的に取得する。 

 

３．研究の方法 

本研究は，センター試験の採点結果を直接
的に取り扱うために，メンバーは研究代表者
が所属する大学入試センター研究開発部の
教員のみによって組織する。大よその分担は
以下の通り。 

 石岡（研究代表者）：統括，自然言語処理 

 橋本：過去の統計情報との統合，データベ
ース 

 大津：XML 構造化 

 

システム試作についての技術課題につい
て，以下の通り実施した： 
(1) 試験問題の言語処理上の属性情報の抽出
（石岡・大津・橋本） 

国語/英語/社会など試験問題の属性情報の

項目の洗い出しを行い，それで過不足がない
かの検討を行なった。 

(2) 現在の試験問題情報データベースとの統
合（橋本・石岡） 

現在の試験問題情報データベースでは，文
字列一致による試験問題の検索とそれに付
随する各種統計情報の表示が可能であるが，
今回の試験問題の属性情報も必要に応じ引
けるようにした。 

(3) マシン環境の整備（大津・石岡） 

LAN 上で Web ブラウザによって統計情報
を容易に検索できるように，今回，獲得され
た試験問題属性に関する統計量を記述した
HTML ファイルを置く必要がある。またデー
タベースによる検索機能を一部，合わせる必
要があり，これを実施した。 

(4) XML 化に向けた関連調査（大津・石岡・
橋本） 

格納データの XML 化についても検討を加
える。このために e ラーニング（e-Learning）
標準規格である SCORM 1.2（スコーム 1.2）
の概要について習得する。短期間で習得する
ために，有料の講座を受講した。 

 

システム完了後は，各研究者の興味・関心
にしたがって，データ利用に関わる統計手法
の開発を行った。このフェーズでは，統計解
析の専門家である桜井や，外部よりシステム
の利活用に関心のある中済をメンバーに加
え，本システムの成果発表を促進させた。 
 

４．研究成果 
(1) センター試験問題，全国国公私立大学入
試問題に関し，所内ネットワークを介して包
括的に検索表示するシステムを構築するこ
とについて。 

大学入試センター試験について，解答に関
わる統計情報をデータベース化し，また過去
に実施した全ての法科大学院適性試験の試
験問題について，統計情報をデータベース化
した。 

これら試験問題データベースにおいて，検
索・解析のための統合環境の構築を行い，セ
ンター試験問題については統計情報データ
ベースとのリンケージを図った。 

(2) 自然言語処理技術を用いた推薦システム
の技術が本課題の要素技術の一つになると
いう判断のもとに，近年注目されているラン
ダムフォレスト法の適用について実証的な
実験を行うことについて。ランダムフォレス
トを用いた実証研究としてセンター試験の
結果を用い，手法の有効性を確認した。また
統計関連５学会共同による統計関連学会連
合大会（参加者約 900 名）の研究集会にてそ
の成果を発表した。 

 平成 21 年度には，情報推薦の要素技術を



確立ならびに洗練させるために，日本ＯＲ学
会，人工知能学会等が主催するリコメンデー
ションコンテストに参加し，上位入賞を果た
した。 

(3) ランダムフォレスト法が欠測を含むデー
タ解析手法の標準の一つになるであろうと
の判断のもとに，コンテキスト情報の補完な
ど実証的な研究や，新たな手法についての検
討を行なうことについて。多くの査読付き国
際研究集会で研究成果を発表した。うち
iiWAS2012 に関して，採択論文は全て ACM 

International Conference Proceedings 

Series (ISBN: 978-1-4503-1306-3)に掲載さ
れるが，当該論文は selected paper として
IIWAS2012 Special Issue Journal: Intl J of 

Business Intelligence and Data Mining 

(IJBIDM)にボリューム拡張の上，掲載され
ることになった。 
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